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オートマチックラムサウンド等の簡易な打撃装置を
用いて、地下水観測管を設置する技術です。
従来のボーリングマシンを用いた設置方法に比べて、
作業時間を大幅に短縮できます。また、狭小地など
ボーリングマシンの設置が困難な場所でも設置が可
能です。先端にコーンを付けた鋼管を打ち込んで設
置するため、従来の設置方法に比べて、観測管設置
後の清水による孔内洗浄や泥水処理が不要です。観
測管を所定の深度まで打ち込んだ後、管内に専用
ロッドを挿入し、先端部だけを打撃して有孔部を露
出させる構造としました。有孔部には樹脂製フィル
ターが装着されているため、目詰まりを生じること
なく長期にわたって信頼性の高い観測が可能です。
インターネットによるデータ配信が可能なi-SENSOR
データ通信ユニットと組み合わせることにより、水
位の遠隔観測システムを容易に構築することが可能
です。
フィルターにより微細な土粒子の流入を防ぐことが
できるため、地下水の水質モニタリングにも適して
います。
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先端コーンと有孔部の形状モニタリング活用例

先端部の構造と設置手順
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水防活動へ

ラムサウンドによる設置作業状況
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